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 The improvement of the "craftsmanship lecture" teaching materials to the short-term 
exchange student from overseas. 
 
Tsukasa KAMIOKI†，Shinichiro UEMURA††，Takayuki UENO†，Seiichiro MATSUO 
 
 
In recent years, the international academic exchange agreement was concluded with this school and some 
overseas universities. Furthermore, various exchange programs were undertaken with the school which concluded 
the agreement.  
As one of them, the exchange program was undertaken with the short-term exchange student in 2013. Opening a 
course of a "craftsmanship lecture" in this exchange program, writers offered that support. Considering that an 
exchange program continues to be undertaken actively, we think that it is necessary to feed back this experience to a 
"craftsmanship lecture." 
The purpose of this research is to scrutinize and improve about a technical consideration based on the contents 
carried out this time. 
 
Keywords : four-legged robot，link mechanism，Craftsmanship lecture，teaching materials 
 
1 緒言 
近年，国際交流活動が推進されており，本校でも国
際学術交流協定を締結した大学と様々な交流事業を行
っている．その一環として，2013 年 3 月に香港 VTC/IVE
からの短期交流学生を受け入れて，交流事業を行った． 
この中で「ものづくり講座」を開講し，筆者らはその
支援を行った． 
今回の事業は滞りなく終える事が出来たが，今後も
同様の事業が活発に行われることを考えると，「ものづ
くり講座」に今回の経験をフィードバックしていく必
要があると考える．本研究は，今回実施したカリキュ
ラムの技術的な問題点を精査し，今後の学生交流にお
ける「ものづくり講座」の内容を改善することを目的
とする． 
2 開発経緯 
「ものづくり講座」の内容は，昨年度校内助成（公
開講座「リンク機構を用いた４足歩行ロボット」教材
の改良）の成果物である教材を使用して，実施した． 
しかし，講座実施が２日間という日程から，従来小 
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中学生に対して行っている講座内容に加え，①3D-CAD
（Solid Works）を使用したモデル設計，②レーザ加工
機を使用した材料加工，③リンク機構を用いた４足歩
行ロボットの組み立てと，一連の「ものづくり」過程
を行うプログラムとした． 
表 1 に実施した実施概要を示す． 
表１．「ものづくり講座」実施概要 
１日目 
9:00 ものづくり講座説明 
10：00～12：00 3D-CAD 基本講習 
13：00～15：00 3D-CAD 基本講習 
15：00～16：00 レーザ加工機説明 
16：00～18：00 3D-CAD による課題図面作成 
２日目 
9：00～10：30 ２班に分けれて実施 
①レーザ加工機を用いた加工講座 
②リンク機構を備えた４足歩行ロボッ
トの組み立てⅠ 
10：45～12：15 上記①と②を入れ替えて実施． 
13：15～16：00 リンク機構を備えた４足歩行ロボット
の組み立てⅡ 
16：00～17：00 成果報告（プレゼンテーション） 
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この「ものづくり講座」を実施して明らかとなった
改善すべき点は，①3D-CAD（Solid Works）からレーザ
加工用 CAD/CAM ソフト（CamMagicLA）へのデータ変換
に関する問題と，②４足歩行ロボット完成後の動作耐
久性（再現性の向上）に関する問題の 2点が挙げられ，
その改善に取り組んだ． 
3 改善内容 
まず，“①3D-CAD（Solid Works）からレーザ加工用
CAD/CAM ソフト（CamMagicLA）のデータ変換の問題”
については，データ変換の不具合が多く，修正の手間
が発生した点が挙げられる．この状況は，3D-CAD で定
義した特定の幾何形状において起こる現象であるため，
まずはその要素を洗い出した． 
その要素については使用を制限するか，その要素だ
けレーザ加工用 CAD/CAM ソフト（CamMagicLA）でモデ
リングし直すことで解決出来る． 
 また，モデル設計は制限無しの自由課題として実施
したが，材料によっては加工後の後処理に時間がかか
るものもあったので，上記部分も考慮しつつ幾つかの
制限を設ける必要があると考える． 
次に挙げた“②完成後の動作耐久性（再現性の向上）” 
については，完成後の繰り返し動作や，乱雑に扱う事
でリンク間の摩擦が増え，動作不良を起こすケースが
あった． 
 そこで，主な要因であるリンクの留め具を自在金具
から固定材に変更（図５）することで大きな変形を起
こさないものとした． 
これによるデメリットとして，リンク間の遊び不足
による出力の低下と，少々コストが上がることが考え
られるが，金具の加工や使用面での安全面から見ても，
改善の必要があった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 変更前         変更後 
図５．リンク留め具の変更 
 図１．3D-CAD（Solid Works）による設計 図２．レーザ加工 
図４．成果報告 図３．組み立て作業 
折り切る 
90 度（直角）
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この状況を踏まえ，平成 25年度には以下の 2つの講
座を行い，教材の組み立てに関しての改善成果を確認
した． 
１）中学生対象講座（2013.08：体験入学，高専の日） 
 中学 2・3年生を対象に行う「一日体験入学」と，鹿
児島市立科学館との連携（共催）で行う「小中学生の
ためのものづくり・科学教室「鹿児島高専の日 2013」」 
内で開講する中学生向け講座の一環として行った． 
 講座の流れとしては両講座共，90 分の時間が与えら
れ，受講者は一日体験入学で 36 名，高専の日は 10 名
であった．機構の概要を 20 分程度説明した後，リンク
機構の組み立て工程を 60 分かけて実施した． 
 結果としては，時間内に全ての受講生が製作を終え
る事が出来た． 
 
図６ 一日体験入学での製作風景 
２）科学実験工作教室（2013.12：高専の日） 
かごしま県民大学連携講座として「九州沖縄地区高
専等による小中学生及び保護者のための科学実験工作
教室「鹿児島高専の日 2013 in かごしま県民交流セン
ター」」内で来場する小中学生向け講座の一環として行
った． 
 
図７ 鹿児島高専の日での製作風景 
講座の流れとしては，事前に 40 分程度で完成できる
段階まで仕上げておき，受講希望者に対して随時実施
した．受講者は 16 名で，対象は幼稚園児～中学 1年生
と幅広い年齢層であった． 
本校学生をマンツーマンで対応させたことや，１公
演 4名と小規模で行うことで，低年齢の受講者に対し
ても余裕を持って対応出来たと考える． 
4 結言 
 以上の実施状況を踏まえ，完成後の動作耐久性（再
現性の向上）に加え，製作工程の簡素化にも一定の成
果があったものと考える．この改善した内容を平成 26
年度 9月に，来校するシンガポールからの短期交流学
生に実施予定であることから，その場で改善成果を確
認する． 
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